
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れいわ

8年
ねん

(2026年
ねん

)1月
がつ

 

招提
しょうだい

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

共同
きょうどう

調理場
ちょうりじょう

 

 
 ※おうちの人ひとと一緒いっしょ

に読
よ

みましょう。 

   《材料
ざいりょう

（5人分
にんぶん

）》 

・大根
だいこん

の葉
は

（みじん） ・・・５０ g
グラム

 

・人参
にんじん

（みじん）・・・・・・・・・８ g
グラム

 

・ごぼう（みじん） ・・・・・・１５ g
グラム

 

・白
しろ

ねぎ（みじん） ・・・・・・１５ g
グラム

 

・ちりめんじゃこ ・・・・・・・・１０ g
グラム

 

・すりごま ・・・・・・・・・・・・ 適量
てきりょう

 

・ごま油
あぶら

 ・・・・・・・・・・・・・ 適量
てきりょう

 

・しょうゆ ・・・・・・・・・・・ 小
こ

さじ１ 

・みりん ・・・・・・・・・・ 小
こ

さじ１/４ 

S D G s
エスディージーズ

大根
だいこん

葉
は

っぱふりかけ  ～給食きゅうしょく

のこんだてより～ 
《作
つく

り方
かた

》 

①大根
だいこん

の葉
は

は、ゆでてよくしぼる。 

②フライパンにごま油
あぶら

を熱
ねっ

し、ごぼう、人参
にんじん

を炒
いた

める。 

③しんなりしたら、白
しろ

ねぎ、ちりめんじゃこを入
い

れて炒
いた

める。 

④①の大根
だいこん

の葉
は

、しょうゆ、みりんを入
い

れ、水気
み ず け

がなくなるまで 

煎
い

りつける。 

⑤すりごまとごま油
あぶら

を入
い

れて仕上
し あ

げる。 

※給食
きゅうしょく

の量
りょう

を基準
きじゅん

にしていますので、 

家庭
か て い

で調理
ちょうり

する時
とき

は調整
ちょうせい

してください。 

令和
れいわ

７年度
ね ん ど

枚方市
ひらかたし

学校
しがっこう

給食
きゅうしょく

コンテスト入賞
にゅうしょう

作品
さくひん

です。 

「季節
き せ つ

の食材
しょくざい

を使
つか

ったご飯
はん

に合
あ

うおかず」をテーマに、山田
や ま だ

東
ひがし

小学校
しょうがっこう

の児童
じ ど う

が考
かんが

えてくれました。 

捨
す

てられがちな大根
だいこん

の葉
は

を使
つか

った、エコで栄養
えいよう

満点
まんてん

なレシピです。給食
きゅうしょく

では、バターを使
つか

わずに作
つく

ります。 

冬休
ふゆやす

みが終
お

わり、いよいよ３学期
が っ き

が始
はじ

まりました。昔
むかし

から「一月
いちがつ

往
い

ぬる二月
にがつ

逃
に

げる三月
さんがつ

去
さ

る」といわれてきたように、年度
ね ん ど

末
まつ

に向
む

けて月日
つ き ひ

が流
なが

れるのを早
はや

く感
かん

じる時期
じ き

です。

風邪
か ぜ

やインフルエンザも流行
りゅうこう

していますので、体調
たいちょう

管理
か ん り

にはより一層
いっそう

気
き

をつけて、 

１日
にち

１日
にち

を大切
たいせつ

に過
す

ごしてほしいと 

思
おも

います。 

日本
に ほ ん

の学校
がっこう

給食
きゅうしょく

は、明治
め い じ

２２年
ねん

に山形県
やまがたけん

鶴岡町
つるおかちょう

（現
げん

：鶴岡市
つるおかし

）の私立
し り つ

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で始
はじ

まりました。 

その後
ご

全国
ぜんこく

に広
ひろ

まりましたが、戦争
せんそう

の影響
えいきょう

などで中断
ちゅうだん

されました。戦後
せ ん ご

、子
こ

どもたちの栄養
えいよう

改善
かいぜん

の 

ため、昭和
しょうわ

２１年
ねん

にアメリカの支援
し え ん

団体
だんたい

LARA
ラ ラ

から給食用
きゅうしょくよう

物資
ぶ っ し

の寄贈
き ぞ う

を受
う

け、昭和
しょうわ

２２年
ねん

１月
がつ

から 

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

が再開
さいかい

されました。昭和
しょうわ

２５年度
ね ん ど

から、学校
がっこう

給食
きゅうしょく

による教育
きょういく

効果
こ う か

を促進
そくしん

する観点
かんてん

から、 

１月
がつ

２４日
か

から３０日
にち

までの１週間
しゅうかん

を「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」としました。 

            今年度
こんねんど

枚方市
ひらかたし

では、「郷土
きょうど

料理
りょうり

を味
あじ

わおう」というテーマで給食
きゅうしょく

を提
てい

供
きょう

します。 

私立
し り つ

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で 

提
てい

供
きょう

されたとされる 

給食
きゅうしょく

 

支援
し え ん

物資
ぶ っ し

の脱脂
だ っ し

粉乳
ふんにゅう

 

や缶詰
かんづめ

、小麦粉
こ む ぎ こ

などを 

使
つか

った給食
きゅうしょく

 

地域
ち い き

でとれる旬
しゅん

の食材
しょくざい

を取
と

り入
い

れ、 

郷土
きょうど

料理
りょうり

や行事食
ぎょうじしょく

、世界
せかい

の料理
りょうり

 

など、食育
しょくいく

の教材
きょうざい

となる給食
きゅうしょく

 

１９日
にち

（月
げつ

）に登場
とうじょう

します！ 
お正月
しょうがつ

は、普段
ふ だん

より日本
に ほ ん

文化
ぶんか

を感
かん

じる機会
き か い

が多
おお

かったのではないでしょうか。 

さて、子
こ

どもたちにとって、お正月
しょうがつ

の楽
たの

しみといえばお年
とし

玉
だま

。新年
しんねん

を祝
いわ

って、大人
お と な

 

から子
こ

どもへおこづかいを渡
わた

す風習
ふうしゅう

です。もともとは、お正月
しょうがつ

の「歳
とし

神様
がみさま

（年
とし

神様
がみさま

）」 

にお供
そな

えした「もち」を、歳
とし

神様
がみさま

からの贈
おく

り物
もの

として分
わ

け与
あた

えたことが始
はじ

まりとされ、「年
とし

玉
だま

」とは「歳
とし

神様
がみさま

 

の 魂
たましい

」を意味
い み

します。 

鏡
かがみ

もちを小
ちい

さく割
わ

ってお汁粉
し る こ

などに入
い

れ、無病
むびょう

息災
そくさい

を願
ねが

って食
た

べる 

行事
ぎょうじ

です。もちを小
ちい

さくするのに、包丁
ほうちょう

など刃物
は も の

を使
つか

うのは武士
ぶ し

の 

「切腹
せっぷく

」を連想
れんそう

させるため縁起
え ん ぎ

が悪
わる

いとされ、木
き

づちや手
て

で割
わ

ります。 

また、「割
わ

る」ではなく「開
ひら

く」という縁起
え ん ぎ

の良
よ

い言葉
こ と ば

が使
つか

われます。 

※地域
ち い き

によって違
ちが

いがあります。 


